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る系の状態変化を詳細に解析した。 Fig 1 は一例と
して流動パラフイン(重質)20%，精製水70%， B 0 
-6 (ポリオキシエチレンー 6 モノレーオレイノレエー
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電気抵抗ー温度曲線の l 例‘
る (SO 1) ついで抵抗値はしだいに大きく濁度も増して最高を示し (GO) 乙れを過ぎると系は透明度
を増して抵抗値は急に減少し再び最小となり透明状態を示す (S02) ついでS02 を過ぎると再び濁度を
増し (W!O型となる)急激に抵抗値が大となって乳濁する。 油相の割合を大にして行くとこの曲線
は高温側に移行するとともに抵抗値の山は次第に消滅し S01' GO , S02 が漸次接近する。
この様な乳化系の温度による相変化はイオン性活性剤による可溶化系について油相，活性剤，水の
それぞれの聞の親和力から考察した Winsor の理論における。
(Type 1 (O/W型乳化系) J • S1 (O/W可溶化系)→ CSl十 GJ →G (層状ミセル)→ CG






















油，水相量比の影響 Table 1 は非イオン性活性剤の濃度を一定 (B 0-6 , 10%) にして油，
水相量比を変えた場合の 81 ， G, 82 の温度を求めたものである口
この場合， 油相量を増加して行くと抵抗ー温度曲線は高温側に移行し， 同時に 8 11 G, 8 2 は接近
して極限において一致すると考えられ a転相の途 Table 1 7由水相量比と転相温度との関係
中で示されていた抵抗の山が消失して行くが油相 流9動6パラフイン 水
X% (軽質) (90-X)箔 8
0
1 GO 802 
量が或る量までは極く狭い範囲で透明領域が存在
10 80 35.1 47.0 49.2 
する。この傾向は流動ノマラフインが重質の場合で 20 70 41.0 51.0 53.1 
も同様である。この様な場合は転相温度を決定す 30 60 47.9 54.6 56.5 
る際，従来から行・なわれて来た G傾域における粘 40 50 54.8 58.2 60.0 
度増加から判定出来ない訳で本研究で行った様に 45 45 57.0 60.0 61.2 
50 40 60.0 61.2 62.3 
系の透明変化から転相温度を求め得る口
活性剤の濃度の影響 活性剤の濃度を増加すると転相温度は低温側に移行する，この場合 8 1 の







量を変化した場合の転相温度を比較すると重質流パラ(要求H L B =10.3) の乳化系は軽質流パラ






















ムG O = (油相成分を添加した場合のG O ) ー(添加し
ない場合の G O )
添加油相成分 ムGOj流パラ(軽質)に添加した添加成分の%
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ることが可能となった。
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著者は非イオン性活性剤による乳化系の生成過程，性格に関する従来からの経験則を定量化しその
法則性を確立せんとし，これがためには乳化系の転相時の温度を正確に知るとともに，温度変化に伴
なう転相状態を詳細に解析することが不可欠と思考した。
よって第一段階において特殊な伝導度測定セノレを考察して乳化系の温度変化に伴なう相変化を電気
抵抗値の変化とともに連続的に測定し，電気抵抗一泊度曲線と光学的変化から転相温度を正確に求め
る方法を確立したのまた机度による乳化系の状態変化を詳細に解析した結果，イオン性活性剤による
可溶化系についての Winsor 理論が非イオン性活性剤による乳化系についても適用出来る乙とを立証
した。
第二段階においては第一段階において使用した装置と方法を用い，乳化系の転相温度ならびに温度
変化に伴なう状態変化に影響を及ぼす要因について検討し考察を加えた。即ち非オン性活性剤による
乳化系において，活性剤のHLB，油水相量比，活性剤の濃度，油相の種類，油溶性ならびに水溶性
A佳円。内ru
添加成分が転相状態に及ぼす影響について観測した。その結果非イオン性活性剤による乳化系の調製
に関する従来からの経験的事実に説明を加えてこれを定量化し，その法則性を確立し得た。
以上，著者が確立した方法により転相温度を求め，転相状態を観測し非イオン性活性剤による乳化
系の転相温度に影響を及ぼす要因を解析し定量化する乙とにより乳化系を構成する組成分の性格，諸
特性を予測し，決定し得るものであり，実際製剤上有力な手段を提供し得たものと信じる。
論文の審査結果の要旨
医薬品，香粧品などの乳化系の製剤には非イオン性界面活性剤が汎用され，良好な乳化系を得るた
めには，系の?昆度変化による転相法をとることが多い。この転相過程に於いて乳化系の組成により転
相時の温度，粘度，透明度に特有の変化を示すが，これらの状態変化はいずれも経験的に製造管理の
目安とされて来ている。
松崎はこのような乳化系の転相温度を正確に検知し，温度変化に伴う転相の状態変化を解析するた
め，乳化系の温度変化に伴う電気抵抗の変化を連続的に測定し得る特殊な電気伝導度測定装置を考案
した口これによって得られる電気抵抗-温度曲線と光学変化から松崎は転相温度を正確に求め，乳化
系の転相温度の支配要因となる非イオン性界面活性剤のHLB，油水相量比，活性剤の濃度，油相の
種類及び、油溶性並び、に水溶性添加成分の転相状態に及ぼす影響について詳細に観測した。
乙の結果，非イオン性界面活性剤による乳化系の調製に対し目安とされた従来からの経験的事実に
説明を加えてこれを定量比し，法則性を明確にすることができた。
この研究は乳化系及びその組成分の性格，諸特性を予測し，これらの選定に利用し得るものであり
製剤上有力な根拠を与えるものであって，薬学博士の学位を授与する価値あるものと認める。
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